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１　指導のねらい
中学校技術における「情報モラル教育」、特別の教科道徳における「ＳＮＳの利用におけるモラル」に関する学習を基礎とした見方・考え方を働かせ、現実に起きている中学生が関係するスマートフォン等やＳＮＳをめぐるトラブル、事故の実態を知るとともに、事件、事故から身を守り安全に行動する必要性を理解させる。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　     【知識及び技能】
身のまわりのスマートフォンやＳＮＳに関する課題を見いだし、解決するために話し合い、合意形成を図ったり、意思決定をしたりできるようにする。　　　　　　　　　　　　　　【思考力、判断力・表現力等】
地域社会で生活する一員として、地域の生活の安全を守り、安全文化を積極的に構築しようとする意欲を身につけさせる。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　【学びに向かう力、人間性等】
２　学習指導要領との関連
特別活動　学級活動（２）エ「安全な生活態度や習慣の形成」
　　　　　　　（３）イ「社会参画意識の醸成や勤労観・職業観の形成」
３　安全に関する視点
「ＳＮＳ東京ノート」を活用し、スマートフォンやＳＮＳ等の危険を積極的に見いだし（抽出）、その危
険がどのように起きるのか、また、なぜ危険なのかを深く考え（分析）、問題点を明らかにするとともに、
問題を解決する具体的な方法などを考える活動を行うことができる生徒の育成を目指す。
さらに、学習したことを地域等に積極的に発信しようとする態度など安全文化を発信する生徒を育成する。
４　関連する教科等の内容
　　中学校　技術　「情報モラル教育」「情報セキュリティ」

家庭　「消費者被害」
　　中学校　特別の教科　道徳　Ａ「節度、節制」
５ 指導計画（５時間）
	時
	学習内容
	評価規準

	１
１学期
	携帯電話教室
（講師　携帯電話会社社員）
　中学生が関係する携帯電話やＳＮＳのトラブルを知る。トラブルを予測し回避する具体的な方法を学ぶ。
	講師から、中学生が関係するスマートフォンやＳＮＳのトラブルについての話を聞き、携帯電話の不適切な使い方と事件、事故を関連付けて考えることができる。
トラブルを予測し回避する具体的な方法について考えることができる。

	２
	「自分と相手との違い」
「ＳＮＳ東京ノート」を活用し、同じ言葉でも伝え方によって伝わり方がさまざまであることを学ぶ。　
	同じ言葉でも、人によって感じ方が違う言葉があることに気付くことができる。

文字だけで伝えると、感情が伝わらないので、誤解されやすいことに気付くことができる。

	３
【本時】
	「写真を公開する前に」
「ＳＮＳ東京ノート」を活用し、写真の公開についてさまざまな考え方があることを学ぶとともに、ネットの特性、危険性について学ぶ。
	人によって「公開してもよいと思う写真」は異なる場合があり、自分は「公開してもよい写真」だと思っていても、ほかの人は「公開してほしくない」と感じる場合があることに気付くことができる。

写真の公開におけるネットの特性に気付き、さらに、写真を公開してほしくない場合の対応方法についても考えを深めることができる。

	４
	「家庭ルールを決める際の私の役割」
家庭でルールを決める際に、どの家庭も共通して決めなければならないことを考える。
	自分たちの利用の仕方や経験と関連付けながら、学んだことを家族に伝えようとする活動を通して、自分自身の行動を振り返り、理解を深めることができる。

「トラブルを伝える」だけでなく、「上手な活用」についてもアドバイスを考えることができる。

	５
	「ＳＮＳの上手な活用法について広く発信しよう」
ＳＮＳの正しい使い方について発信する。
	ＳＮＳの正しい使い方についてどのようにすれば効果的な発信ができるか考えることができる。
効果的な発信方法を選択し行動を起こすことができる。


６　本時の展開
（１）ねらい
１学期に実施した「携帯電話教室」での学習を基礎とした見方・考え方を働かせながら、「写真の公開について、人によってさまざまな考えがあることや、写真の公開におけるインターネットの特性に気付き、さらに、写真を公開してほしくない場合の対応方法についての考えを深める。
（２）展開
	
	学習活動・学習内容
	支援・留意点　◎評価

	導
入
	○これまでの写真撮影、インターネット上での公開に関する経験を確認する。
・写真を撮影するときの注意点
・写真をインターネットで公開した経験があるか確認する。
	・自由に発言させる。
・生徒の発言を板書する。


	展
　　　開
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○カードで学ぼう①
・次のカードの写真をインターネット上に公開するとき、公開しても問題が無いと思う順に上から並べてみる。
・他の人の説明を聞いて気付いたことを発表する。
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○カードで学ぼう②
・インターネット上に公開されたら「いやだな」と感じる写真を選び、順に並べてみる。
・インターネットで公開するには、それぞれどんなことに気を付ければよいか考える。

○グループで情報を共有するツールでのトーク等で写真のアップロードについて聞かれたときの対応を考える。
・対応について考え発表する。
	・3～4名のグループで行う。
・5枚のカードを、「問題が無い」と思う順に縦に並べる。
・その順にした理由を、写真のどこに注目したかを明らかにしながら生徒一人一人が説明する。
◎一人一人の考えが違う場合があることに気付いている。
・カードで学ぼう①とは違う3～4名のグループで行う。
・その順にした理由を生徒一人一人が説明する。
・これまでの学習を振り返るとともに携帯電話教室のテキストを活用しながら、気を付ける点について考え発表する。

◎インターネットの特性を読み、一度公開した情報はすぐに拡散され、いろいろな人が見ることができ、消すことが難しいなど写真の公開におけるインターネットの特性を理解している。
・トークの内容を読み上げながら、状況について確認する。

	ま
と
め
	○ＳＮＳ東京ノートの「学んだこと」の記入
○教師の講話
	○ネットの特性を中心に講話を行う。


（３）期待する生徒の反応
　　「写真のネット公開については自分と違う考えをもっている人がいるということが分かった。」
　　「安易に写真を公開することは危険だということが分かった。」
第１学年　特別活動　【生活安全】　　　　　　　　　　　　　　場所　１年Ｂ組教室


スマートフォンやＳＮＳ（ソーシャルメディア）の正しい使い方を発信しよう　


　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　指導者　主任教諭　伊藤　智美　








ネットやＳＮＳなどで写真を公開することについてのさまざまな考え方を知ろう。


写真公開におけるインターネットの特性について学ぼう








